
書

評

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ウ
ォ
ー
ド
目
パ
ー
キ
ン
ズ
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
雲
泰
輔
訳
）

『
ロ
ー
マ
帝
国
の
崩
壊

　
i
文
明
が
終
わ
る
と
い
う
こ
と
一
』

冨
　
　
井

貢

　
文
献
史
学
と
考
古
学
と
の
更
な
る
関
係
向
上
を
期
待
し
て
、
し
か
し
歴
史

考
古
学
の
枠
組
か
ら
と
い
う
よ
り
も
考
古
学
全
般
の
論
理
や
方
法
の
観
点
か

ら
、
そ
し
て
解
釈
多
様
化
も
資
料
増
加
も
そ
れ
自
体
は
研
究
の
深
化
で
は
な

い
と
い
う
認
識
で
、
こ
の
書
評
に
取
り
組
み
た
い
。
本
誌
や
本
書
の
分
野
横

断
的
性
格
と
、
潴
洋
古
代
史
学
者
の
訳
者
が
提
示
し
て
い
た
考
古
学
と
の
交

　
　
①

際
方
針
に
鑑
み
て
の
こ
と
で
あ
る
。
原
書
は
、
刊
行
か
ら
一
〇
年
を
経
て
お

り
、
こ
の
問
に
日
本
の
西
洋
古
代
史
研
究
で
も
話
題
に
よ
く
あ
が
っ
て
い
る

　
②
の
で
、
訳
書
の
書
評
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
姿
勢
で
の
取
り
組
み
も
生
産
的

だ
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　
本
書
の
主
構
成
は
二
部
八
章
だ
が
、
第
一
章
「
そ
も
そ
も
ロ
ー
マ
は
滅
ん

だ
の
か
扁
は
序
章
で
あ
り
、
第
一
部
「
ロ
ー
マ
帝
国
の
崩
壊
」
に
は
、
第
二

章
「
戦
争
の
恐
怖
」
、
第
三
章
「
敗
北
へ
の
道
扁
、
第
四
章
「
凹
し
い
主
人
の

も
と
で
生
き
る
」
、
の
三
章
が
配
分
さ
れ
、
第
二
部
「
文
明
の
終
わ
り
」
に

は
、
第
五
章
「
快
適
さ
の
消
滅
」
、
第
六
章
「
な
ぜ
快
適
さ
は
消
滅
し
た
か
」
、

第
七
章
「
ひ
と
つ
の
文
明
の
死
と
は
」
、
終
章
と
雷
う
べ
き
第
八
章
「
こ
の

最
善
な
る
可
能
世
界
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
は
み
な
最
善
な
の
か
」
、

の
四
章
が
置
か
れ
、
そ
し
て
補
遺
（
9
0
眉
O
Φ
O
創
一
拷
）
「
陶
片
か
ら
人
び
と
へ
」
、

と
な
っ
て
い
る
。
訳
書
の
帯
で
「
史
学
・
考
古
学
双
方
の
研
究
を
駆
使
」
と

謳
う
本
書
は
、
実
際
に
、
第
一
部
が
文
献
史
学
的
な
内
容
、
終
章
を
除
く
第

二
部
お
よ
び
ア
ペ
ン
デ
ィ
ク
ス
が
考
古
学
的
な
内
容
で
、
分
量
的
に
も
お
よ

そ
同
程
度
で
あ
る
。

　
第
　
章
で
、
ロ
ー
マ
建
築
が
研
究
テ
ー
マ
の
考
古
学
者
を
父
に
持
ち
ロ
ー

マ
で
生
ま
れ
育
っ
た
と
い
う
著
者
は
、
蛮
族
の
侵
入
を
被
っ
た
ロ
ー
マ
帝
国

が
崩
壊
し
た
後
に
西
方
世
界
は
暗
里
…
時
代
に
入
る
、
と
い
う
伝
統
的
な
「
衰

亡
」
論
が
半
ば
自
明
だ
っ
た
こ
と
記
し
、
そ
れ
故
に
、
…
九
七
一
年
の
ピ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

タ
！
・
ブ
ラ
ウ
ン
著
『
古
代
末
期
の
世
界
幅
以
来
の
、
「
謬
然
た
る
ロ
ー
マ

帝
国
の
崩
壊
と
い
う
伝
統
的
な
見
方
に
対
す
る
大
胆
な
挑
戦
」
（
二
五
頁
）

と
も
い
え
る
「
古
代
末
期
」
（
】
U
自
。
け
①
》
箒
鉱
ρ
償
詳
《
）
論
の
浸
透
、
す
な
わ
ち
、

ロ
ー
マ
帝
国
終
焉
の
時
期
を
「
変
容
」
の
時
代
と
し
て
捉
え
て
「
宗
教
的
・

文
化
的
革
命
」
と
か
ゲ
ル
マ
ン
昆
族
の
「
平
和
的
な
順
応
」
と
い
っ
た
解
釈

す
ら
提
示
す
る
考
え
方
の
浸
透
に
（
二
四
～
三
二
頁
）
、
驚
き
そ
し
て
「
異

議
申
し
立
て
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
（
三
二
頁
）
と
執
筆
動
機
を
語
る
。

　
第
一
部
で
は
、
主
に
埋
蔵
物
で
な
い
文
書
や
絵
図
・
記
念
物
と
い
っ
た
資

料
を
基
に
、
始
め
の
二
つ
の
章
で
ロ
ー
マ
帝
国
の
崩
壊
ま
で
の
説
明
を
、
住

民
心
理
面
（
第
二
章
）
と
軍
事
外
交
・
政
治
・
経
済
面
（
第
三
章
）
か
ら
行

い
、
残
り
の
第
四
章
で
崩
壊
後
の
解
説
を
再
び
住
民
心
理
面
か
ら
行
う
。
第

二
部
で
は
、
埋
蔵
物
と
な
っ
て
い
た
物
質
資
料
を
、
「
証
拠
」
と
し
て
扱
い

な
が
ら
衰
亡
論
を
さ
ら
に
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
五
章
で
は
、
帝
国
西
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評∫賛

日

方
の
経
済
状
況
を
ロ
ー
マ
期
と
ポ
ス
ト
・
ロ
ー
マ
期
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
整

理
し
、
時
系
列
的
に
連
続
す
る
そ
の
二
つ
の
時
期
の
資
料
を
定
性
的
に
比
較

し
て
、
経
済
颪
で
の
異
同
を
「
異
例
な
ま
で
の
質
的
変
化
」
（
一
七
七
頁
）

と
評
価
す
る
。
そ
し
て
第
六
章
で
は
、
こ
の
経
済
的
変
化
の
原
因
を
考
察
し
、

い
よ
い
よ
第
七
章
で
は
、
そ
の
考
察
を
基
に
社
会
・
時
代
・
文
明
全
体
を
見

通
す
の
で
あ
る
。

　
本
書
で
提
示
し
た
解
釈
上
の
試
論
の
「
背
後
に
あ
る
本
質
的
な
も
の
の
考

え
方
が
、
今
な
お
き
わ
め
て
今
日
的
」
（
七
頁
）
だ
と
い
う
認
識
の
著
者
は
、

第
八
章
で
は
、
歴
史
学
の
理
論
負
荷
性
（
す
な
わ
ち
、
現
在
と
切
り
離
さ
れ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
過
去
を
見
る
際
に
も
、
現
代
ま
で
に
形
成
さ
れ
て
き
た

歴
史
理
論
が
レ
ン
ズ
と
な
っ
て
し
ま
う
状
況
）
を
意
識
さ
せ
な
が
ら
、
「
古

代
末
期
“
論
を
万
事
を
肯
定
的
に
解
釈
す
る
楽
天
主
義
的
歴
史
観
と
し
て
批

判
し
つ
つ
、
現
代
の
読
者
に
、
ロ
ー
マ
の
よ
う
に
当
代
文
明
を
過
信
す
る
独

善
に
至
ら
ぬ
よ
う
に
と
注
意
を
促
す
。

　
本
旨
の
方
針
に
沿
っ
て
第
一
部
か
ら
少
し
詳
し
く
見
る
。
蛮
族
の
残
虐
さ

と
そ
れ
に
怯
え
る
五
世
紀
の
ロ
ー
マ
人
を
叙
述
す
る
第
二
章
で
は
、
西
方
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
鴨
セ
ウ
ェ
リ
ヌ
ス
伝
幅
の
他
に
は
、
「
良
質
の
叙
述
史
料

が
欠
落
し
て
い
」
て
「
ほ
と
ん
ど
詳
網
が
記
さ
れ
て
い
な
い
無
味
乾
燥
な
年

代
記
の
記
述
に
依
拠
す
る
の
が
や
っ
と
」
で
あ
り
、
詳
し
い
こ
と
を
知
る
た

め
に
は
説
教
の
小
冊
子
な
ど
バ
イ
ア
ス
が
か
っ
た
文
字
資
料
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
（
四
五
～
四
六
頁
）
。
ま
た
第
三
章
で
は
、
帝
国
社
会
の
安

定
・
成
功
の
た
め
に
不
可
欠
な
軍
の
充
足
は
納
税
者
の
安
定
に
か
か
っ
て
い

る
（
七
四
頁
）
と
理
論
的
前
提
を
明
示
す
る
著
者
の
姿
勢
に
は
貯
感
が
持
て

る
が
、
蛮
族
侵
入
と
尊
号
に
揺
れ
た
三
・
四
世
紀
で
さ
え
考
古
学
的
成
果
に

よ
れ
ば
西
方
も
経
済
的
に
衰
亡
し
て
い
た
と
は
言
い
難
い
（
七
四
～
七
五

頁
）
、
と
し
た
根
拠
は
第
二
部
ま
で
示
さ
れ
ず
に
議
論
が
進
む
。
さ
ら
に
、

「
古
代
末
期
」
論
の
「
魅
力
的
で
重
要
な
心
理
的
・
精
神
的
世
界
へ
の
研

究
」
（
二
五
〇
頁
）
で
の
議
論
を
意
識
し
た
だ
ろ
う
第
四
章
で
は
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
一
つ
の
鍵
概
念
と
し
、
崩
壊
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
「
ロ
ー

マ
人
は
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
主
人
た
ち
の
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
、
ゲ

ル
マ
ン
民
族
は
ロ
ー
マ
人
の
臣
下
の
よ
り
洗
練
さ
れ
た
文
化
的
枠
組
み
へ
」

と
共
に
上
昇
し
た
と
捉
え
（
＝
二
〇
頁
）
、
侵
入
に
よ
る
恐
怖
か
ら
征
服
に

よ
る
見
か
け
上
の
平
穏
へ
と
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
被
侵
入
側
の
元
の
住

民
た
る
ロ
ー
マ
人
が
得
た
「
平
和
の
代
償
」
（
一
〇
六
頁
）
と
し
て
「
新
し

い
主
人
と
と
も
に
働
く
」
（
～
～
○
頁
）
状
況
に
お
い
て
は
、
侵
入
民
と
被

征
服
民
と
の
問
の
「
相
互
の
順
応
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
元
の
住
民
に
と
っ
て
は

苦
痛
で
あ
り
、
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
は
ず
」
で
、
そ
の
元
の
住
民
が
「
非

常
に
貧
し
い
状
態
の
ま
ま
に
」
あ
っ
た
こ
と
は
第
二
部
で
示
す
と
い
う
（
一

三
四
頁
）
。
実
際
に
第
一
部
で
は
、
明
ら
か
に
考
古
学
的
成
果
と
わ
か
る
内

容
は
、
「
ウ
ァ
ル
ス
の
敗
北
」
跡
地
の
調
査
成
果
に
関
す
る
記
述
（
六
九
頁
）

ぐ
ら
い
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
新
資
料
が
出
て
こ
な
い
古
代
史
学
の
難
し

さ
を
感
じ
さ
せ
る
「
方
で
、
資
料
が
増
加
の
【
途
を
辿
る
考
書
学
へ
の
期
待

を
高
め
さ
せ
る
。

　
第
二
部
で
は
、
第
五
章
で
、
文
献
史
学
と
は
異
な
る
考
古
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
へ
の
導
入
を
図
る
。
物
的
資
料
も
、
土
中
で
朽
ち
る
有
機
質
の
よ
う
に
断

片
的
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
基
づ
く
復
発
は
思
い
入
れ
（
一
口
O
鵠
P
下
口
O
詳
）
次
第

で
洗
練
や
複
雑
さ
の
度
合
い
も
多
様
に
な
る
が
（
一
六
八
頁
・
図
一
－
四
・

図
説
－
八
）
、
無
機
物
は
朽
ち
な
い
。
そ
こ
で
、
土
器
や
瓦
な
ど
の
手
工
業

生
産
晶
を
素
材
に
し
て
考
古
資
料
の
着
眼
点
や
取
扱
い
を
わ
か
り
や
す
く
解
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齢
し
、
そ
れ
ら
が
経
済
的
側
面
な
ど
の
検
討
の
た
め
の
歴
史
資
料
と
し
て
雄

弁
な
こ
と
を
説
く
。
主
に
、
日
常
生
活
に
直
結
す
る
土
器
で
手
工
業
水
準
と

流
通
状
況
を
、
高
級
感
と
耐
久
性
と
い
う
特
徴
を
備
え
る
瓦
で
住
環
境
と
手

工
業
生
産
シ
ス
テ
ム
を
、
そ
し
て
物
々
交
換
か
ら
の
解
放
を
促
し
た
貨
幣
で

物
流
シ
ス
テ
ム
を
、
遺
物
の
具
体
提
示
（
図
五
－
五
～
七
・
…
○
）
や
単
…

時
期
の
空
間
的
物
量
比
較
（
同
⊥
二
・
四
）
を
交
え
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
考
察

す
る
。
動
産
た
る
遺
物
は
、
物
流
と
い
う
経
済
活
動
の
実
態
を
語
る
に
好
都

合
で
、
産
地
が
特
定
で
き
る
な
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　
第
六
章
で
は
、
図
示
資
料
は
遺
構
・
遺
跡
（
瓢
不
動
産
）
へ
と
シ
フ
ト
す

る
が
、
そ
れ
も
前
半
部
に
と
ど
ま
る
。
考
古
学
的
証
拠
は
「
何
が
、
い
つ
起

こ
っ
た
の
か
を
伝
え
て
は
く
れ
る
が
、
そ
れ
自
体
で
は
な
ぜ
変
化
が
起
こ
っ

た
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
て
は
く
れ
」
ず
に
（
一
八
三
頁
）
ど
う
変
化
し
た

か
を
示
せ
る
ま
で
、
と
い
う
考
古
学
の
弱
み
を
承
知
し
て
い
る
か
ら
で
、
後

半
で
は
文
献
史
学
の
成
果
が
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
。

　
第
七
章
で
は
、
前
半
で
、
第
五
章
で
の
論
調
か
ら
一
転
し
て
考
古
資
料
に

基
づ
く
デ
ー
タ
へ
の
無
邪
気
な
依
存
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
資
料
未
検
出
時
の

解
釈
の
難
し
さ
を
指
摘
す
る
が
三
〇
五
～
二
〇
九
頁
）
、
そ
れ
で
も
、
検

出
資
料
を
扱
う
こ
と
自
体
の
有
効
性
を
再
度
訴
え
る
。
そ
し
て
、
考
古
学
的

調
査
な
ど
で
得
ら
れ
る
不
動
産
・
景
観
デ
ー
タ
を
、
第
五
章
と
同
様
に
ロ
ー

マ
期
と
ポ
ス
ト
・
ロ
ー
マ
期
で
比
較
す
る
が
、
こ
こ
で
提
示
さ
れ
る
図
は
、

通
時
的
な
数
量
対
照
を
意
図
し
た
も
の
が
多
い
（
図
七
－
一
・
三
・
四
）
。

後
半
は
、
第
一
部
と
同
じ
く
文
字
資
料
に
基
盤
を
移
す
が
、
こ
こ
で
の
文
字

資
料
に
は
考
古
学
的
調
査
で
得
ら
れ
る
木
板
文
書
（
薩
木
簡
）
や
金
石
文
も

多
く
登
場
し
、
す
な
わ
ち
文
献
史
学
と
考
古
学
と
の
資
料
的
和
合
が
果
た
さ

れ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
は
、
文
献
資
料
の
定
量
分
析
的
手
法
に
よ
る
覇
究
成

果
も
紹
介
さ
れ
る
の
で
（
二
四
一
～
二
四
二
頁
）
、
資
料
操
作
薗
で
も
両
分

野
の
仲
が
意
識
さ
れ
る
。
な
お
、
第
二
部
の
導
入
で
示
さ
れ
た
考
古
学
の
利

点
な
い
し
資
料
解
釈
の
前
提
は
、
ア
ペ
ン
デ
ィ
ク
ス
で
、
（
遺
漏
が
補
わ
れ

る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
）
再
確
認
が
促
さ
れ
る
。

　
酉
洋
古
代
史
が
専
門
で
は
な
い
評
者
は
、
文
献
史
学
と
考
古
学
の
二
分
野

を
相
手
に
多
大
な
労
力
を
払
い
つ
つ
、
各
種
引
用
文
献
に
つ
い
て
邦
訳
済
み

の
も
の
を
補
記
す
る
配
慮
を
見
せ
る
訳
者
に
、
本
当
に
頭
が
下
が
る
。
確
か

に
、
遺
跡
や
陶
器
に
関
し
て
、
調
査
区
（
茸
Φ
謬
。
『
）
や
遺
物
コ
ン
テ
ナ
（
解

9
ω
賞
延
o
o
口
琶
p
興
）
、
韓
土
（
砂
σ
甑
。
）
や
整
形
・
調
整
（
お
欝
Φ
日
①
葺
）
、

出
土
情
報
注
記
（
ヨ
曽
蒔
）
や
保
管
（
。
。
8
冨
）
と
い
っ
た
用
語
に
慣
れ
過
ぎ

た
考
古
学
側
の
者
と
し
て
は
、
溝
や
工
業
用
コ
ン
テ
ナ
、
素
材
や
精
製
、
印

つ
け
や
貯
蔵
と
い
っ
た
一
般
名
詞
的
な
訳
語
に
違
和
感
を
覚
え
る
が
、
本
書

が
「
読
み
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
」
い
る
よ
う
謎
め
い
た
学
術
表
現
も
避
け

た
と
い
う
著
者
の
意
図
（
一
二
頁
）
を
踏
ま
え
て
か
、
訳
者
も
、
本
書
が

「
読
み
や
す
い
も
の
に
な
り
え
て
」
い
る
よ
う
腐
心
し
た
こ
と
は
（
二
課
六

頁
）
、
全
体
を
通
じ
て
十
分
伝
わ
っ
て
く
る
。
実
に
読
み
や
す
い
。

　
｝
方
で
、
訳
者
の
南
雲
氏
は
、
考
古
学
者
自
身
で
さ
え
時
に
は
意
識
か
ら

外
し
て
し
ま
う
考
古
学
の
理
論
負
荷
性
（
す
な
わ
ち
、
考
古
資
料
を
観
察
す

る
際
に
も
、
こ
れ
ま
で
に
形
成
さ
れ
て
き
た
理
論
が
レ
ン
ズ
と
な
っ
て
し
ま

う
状
況
）
を
承
知
し
て
い
て
、
「
歴
史
家
に
期
待
さ
れ
る
役
割
の
ひ
と
つ
は
、

た
と
え
考
古
資
料
そ
の
も
の
の
検
討
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

を
扱
う
考
古
学
者
の
思
想
形
成
や
分
析
視
角
を
注
意
深
く
吟
味
す
る
こ
と
、

換
書
す
れ
ば
、
考
古
資
料
か
ら
考
古
学
者
の
「
解
釈
」
を
剥
ぎ
取
り
、
「
解

釈
」
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
考
古
資
料
に
接
近
し
、
そ
れ

106 （536）



評書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
よ
っ
て
考
古
学
者
と
の
対
話
の
基
礎
を
提
供
す
る
こ
と
」
と
述
べ
て
い
た
。

ま
た
、
日
本
の
西
洋
古
代
史
研
究
者
の
ロ
ー
マ
考
古
学
へ
の
取
り
組
み
と
い

う
点
で
は
、
「
考
古
学
者
以
外
の
人
々
の
間
に
、
考
古
学
研
究
に
対
す
る
批

判
的
意
識
を
高
め
る
こ
と
」
を
尊
重
要
図
的
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
ロ
ー
マ

　
　
　
　
　
⑤

経
済
の
考
古
学
』
が
、
本
書
邦
訳
の
～
五
年
前
に
邦
訳
さ
れ
て
い
た
。
こ
う

し
た
点
を
踏
ま
え
、
本
書
第
二
部
以
降
の
、
量
的
な
比
較
の
際
の
デ
ー
タ
提

示
方
法
を
見
な
が
ら
、
「
剥
ぎ
取
り
」
を
試
み
よ
う
。

　
例
え
ば
、
分
布
（
9
ω
欝
3
巨
。
コ
）
図
と
は
、
対
象
資
料
を
確
認
し
た
箏

実
を
示
す
だ
け
の
ド
ッ
ト
マ
ッ
プ
だ
が
、
著
者
は
、
「
サ
ン
プ
ル
や
地
点
が

ひ
と
つ
だ
け
の
情
報
は
常
に
疑
っ
て
か
か
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
多
く

の
発
掘
に
よ
っ
て
一
致
す
る
パ
タ
ー
ン
が
生
み
出
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ら
は
信

頼
可
能
な
よ
う
に
見
え
始
め
る
」
と
し
（
二
六
八
頁
）
、
そ
の
解
釈
へ
進
む
。

考
古
学
者
は
一
般
に
、
分
布
状
況
か
ら
流
通
（
旺
ω
ヨ
9
瓢
8
）
と
い
う
経

済
的
活
動
を
論
じ
る
場
A
口
に
は
、
先
史
時
代
で
あ
れ
ば
生
産
地
か
ら
の
距
離

に
応
じ
て
物
量
が
減
少
す
る
と
い
う
逓
減
説
を
想
定
し
、
分
業
体
制
の
維
持

が
可
能
と
な
り
生
産
や
物
流
の
複
雑
化
に
耐
え
る
消
費
力
が
あ
る
社
会
・
時

代
で
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
多
く
の
場
合
に
お
い
て
歴
史
時
代
と
見
な
し
え
る

時
代
で
は
、
物
量
と
生
産
地
か
ら
の
距
離
と
の
間
に
単
純
な
反
比
例
関
係
を

必
ず
し
も
見
出
せ
な
い
場
合
に
再
分
配
の
仕
組
み
を
意
識
す
る
。
本
書
で

ロ
ー
マ
時
代
の
陶
器
の
分
布
図
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
本
文
か
ら
は
用
途
が

わ
か
ら
な
い
三
世
紀
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
産
製
品
で
は
、
飛
び
地
分
布
を

意
識
し
つ
つ
も
基
本
的
に
は
出
土
遺
跡
が
生
産
地
周
辺
地
域
に
収
ま
る
地
元

な
い
し
地
域
的
調
達
品
を
示
す
文
脈
（
図
五
－
三
）
、
　
世
紀
頃
の
フ
ラ
ン

ス
の
（
ラ
・
）
グ
ロ
ー
フ
ザ
ン
ク
産
の
良
質
食
器
の
分
布
図
で
は
、
帝
国
西

方
規
模
で
展
開
し
た
～
大
産
業
を
示
す
文
脈
（
図
五
－
四
）
、
二
世
紀
の
コ

ル
チ
ェ
ス
タ
ー
産
の
揺
り
鉢
な
い
し
捏
ね
鉢
の
分
布
図
で
は
、
二
点
以
上
出

土
し
た
遺
跡
が
複
数
遺
跡
も
飛
び
地
分
布
を
し
て
い
る
点
を
踏
ま
え
て
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
複
数
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
脈
（
ア
ペ
ン
デ
ィ
ク
ス
の
繭
紬
）
、

で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
で
、
著
者
の
意
図
が
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
し
、

出
土
点
数
を
問
う
か
問
わ
な
い
か
で
議
論
す
る
内
容
も
異
な
る
が
、
地
図
に

落
ち
る
ド
ッ
ト
は
、
研
究
の
蓄
積
に
応
じ
て
単
純
増
加
す
る
の
で
、
分
布
域

は
必
ず
広
が
り
、
鶯
疋
空
間
内
で
の
密
度
は
必
ず
高
ま
り
、
と
も
に
小
さ
く

な
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
こ
う
し
た
図
に
基
づ
く
「
分
布
」
を
、
「
流
通
」

と
読
み
替
え
る
議
論
は
、
流
通
網
の
細
か
さ
と
広
さ
が
更
新
さ
れ
続
け
る
故

に
、
当
時
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
い
か
に
よ
く
で
き
て
い
た
か
を
再
三
語
り
が

ち
に
な
る
。
と
り
わ
け
、
存
否
の
み
に
基
づ
く
デ
ー
タ
か
ら
展
開
さ
れ
る
解

釈
の
方
向
性
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
分
布
図
は
、
体
系
的
な
遺
跡
分
布
調
査
（
蝕
Φ
冠
ω
轟
く
Φ
矯
）
を

行
っ
た
と
き
に
も
、
対
象
地
域
の
年
代
記
利
用
状
況
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び

上
が
る
の
で
、
よ
く
作
成
さ
れ
る
（
図
七
－
～
）
。
本
来
は
よ
り
深
い
地
層

に
あ
る
べ
き
先
行
す
る
年
代
の
資
料
が
、
後
出
す
る
年
代
の
資
料
よ
り
も
数

多
く
表
面
採
集
さ
れ
る
場
合
に
は
、
数
量
の
な
い
存
否
の
デ
ー
タ
だ
け
で
も

説
得
力
を
も
ち
得
る
。
特
に
、
年
代
決
定
に
供
す
る
土
器
に
お
い
て
、
後
出

の
時
代
の
焼
き
物
の
ほ
う
が
焼
成
が
甘
く
て
（
罵
帥
q
汀
菖
団
艶
尉
①
α
）
脆
い
な
ら

ば
（
図
五
一
七
）
、
遺
物
や
遺
跡
を
確
認
し
づ
ら
く
さ
せ
る
一
方
で
、
そ
れ

は
土
器
の
製
作
技
術
の
低
下
を
物
語
り
も
す
る
の
で
、
二
重
に
、
衰
退
を
語

り
得
る
。
こ
の
点
も
、
著
者
の
コ
衰
亡
」
論
に
は
妊
都
合
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
存
否
に
と
ど
ま
ら
ず
出
土
数
の
も
つ
意
味
が
よ
り
大
き
く
な
る

と
、
ど
ん
な
デ
ー
タ
提
示
を
す
る
か
悩
ま
さ
れ
る
。
土
器
の
個
体
数
計
箪
な
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ら
ば
、
保
管
問
題
か
ら
粗
製
無
紋
土
器
の
胴
部
破
片
を
水
葬
し
て
も
（
一
四

一
頁
）
、
展
開
さ
れ
る
議
論
で
は
大
き
な
問
題
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

古
く
か
ら
注
目
さ
れ
詳
細
に
報
告
さ
れ
る
貨
幣
な
ら
ば
、
一
桁
の
数
字
に
ま

で
相
当
に
重
み
を
持
た
せ
る
こ
と
が
あ
る
（
理
想
－
九
）
。
著
者
は
、
ポ
ス

ト
・
ロ
ー
マ
期
の
東
方
で
も
貨
幣
使
用
が
継
続
し
て
こ
と
を
示
す
グ
ラ
フ
で

は
、
直
道
も
発
掘
に
携
わ
り
調
査
面
積
も
大
き
い
イ
タ
リ
ア
の
都
市
ル
ー
ナ

な
ど
と
の
比
較
に
、
今
回
は
、
か
つ
て
用
い
た
調
査
面
積
の
小
さ
い
シ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
小
規
模
村
落
デ
ヘ
ス
の
デ
ー
タ
で
な
く
、
大
都
市
の
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の

デ
ー
タ
を
採
用
し
た
。

　
絶
対
値
に
左
右
さ
れ
な
い
議
論
を
す
る
に
は
、
栢
対
比
を
用
い
る
の
が
効

果
的
な
時
が
あ
る
。
し
か
し
、
ア
ン
フ
ォ
う
す
な
わ
ち
大
型
水
差
形
容
器

（一

ｿ
o
q
⑦
冨
「
）
の
年
代
別
組
成
変
化
グ
ラ
フ
で
、
イ
タ
リ
ア
産
葡
萄
酒
の
動

向
を
読
み
取
る
試
み
は
（
ア
ペ
ン
デ
ィ
ク
ス
の
図
一
）
、
お
そ
ら
く
オ
リ
ー

ブ
重
用
な
ど
も
含
め
た
す
べ
て
の
ア
ン
フ
ォ
ラ
に
お
け
る
葡
萄
酒
用
の
占
有

比
を
示
し
て
い
る
点
と
、
イ
タ
リ
ア
産
の
内
訳
を
細
か
く
分
類
し
て
い
る
点

に
よ
っ
て
、
焦
点
が
ぼ
や
け
て
い
る
。
図
の
解
説
文
は
、
イ
タ
リ
ア
産
葡
萄

酒
の
漸
次
退
場
を
指
摘
す
る
が
、
イ
タ
リ
ア
内
の
産
地
ど
う
し
の
目
ま
ぐ
る

し
い
浮
沈
や
三
・
四
世
紀
の
葡
萄
酒
全
体
の
搬
入
減
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も

の
の
、
共
和
政
か
ら
帝
政
へ
の
転
換
後
に
も
二
〇
〇
年
近
く
イ
タ
リ
ア
産
の

占
有
比
も
禰
萄
酒
全
体
の
占
有
比
も
値
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

　
量
比
の
異
同
は
相
対
的
関
係
を
示
す
が
そ
れ
だ
け
で
は
絶
紺
量
を
示
さ
な

い
の
で
、
葡
萄
酒
が
一
体
ど
の
く
ら
い
行
き
来
し
て
い
た
の
か
実
感
さ
せ
る

に
は
、
量
比
算
出
根
拠
と
な
っ
た
、
既
知
の
は
ず
の
資
料
母
数
が
や
は
り
不

可
欠
な
の
で
あ
る
。
仮
に
、
母
数
が
少
な
い
な
ら
、
葡
萄
酒
全
体
の
不
人
気

も
考
懸
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
し
、
そ
も
そ
も
遺
跡
の
別
地
点
を
発
掘

し
た
時
に
加
熱
さ
れ
る
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
既
往
の
組
成
比
に
甚
大
な
変
更
が

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
り
得
る
。
上
記
の
貨
幣
の
例
と
も
関
わ
る
が
、

遺
跡
を
部
分
的
に
し
か
発
掘
し
て
い
な
い
時
に
、
遺
跡
内
の
限
ら
れ
た
地
点

で
そ
の
遺
跡
や
そ
の
周
辺
地
域
の
状
況
を
代
表
さ
せ
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ
戦
略

は
、
先
史
時
代
前
半
期
の
よ
う
に
比
較
的
単
純
な
社
会
が
対
象
の
場
合
に
は

お
よ
そ
許
容
さ
れ
が
ち
だ
が
、
分
業
制
や
階
胃
性
が
想
定
さ
れ
る
社
会
を
対

象
と
す
る
場
合
に
は
、
あ
る
地
点
の
あ
る
遺
物
の
組
成
比
が
別
の
地
点
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

そ
の
遺
物
の
組
成
比
と
は
お
よ
そ
整
合
し
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
本
来
的

に
は
栢
当
な
注
意
が
要
求
さ
れ
る
。

　
何
ら
か
の
母
数
を
示
し
て
も
、
相
対
比
や
平
均
値
で
の
デ
ー
タ
提
示
で
は

ト
リ
ッ
キ
ー
な
場
合
が
あ
る
。
ウ
シ
の
体
高
が
ロ
ー
マ
時
代
を
境
に
中
世
初

期
で
は
鉄
器
時
代
よ
り
小
さ
く
な
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
概
念
図
で
は

（
図
七
－
三
）
、
確
か
に
、
遺
跡
数
は
鉄
器
時
代
が
二
～
、
ロ
ー
マ
時
代
が

六
七
、
中
世
初
期
が
四
九
、
と
分
析
に
十
分
な
物
量
を
扱
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
せ
る
が
、
算
出
さ
れ
た
値
は
、
各
遺
跡
の
平
均
値
を
更
に
平
均
し
て
適

切
な
統
計
処
理
を
し
て
い
な
い
数
字
だ
と
い
う
か
ら
、
著
者
が
正
直
に
こ
と

わ
る
よ
う
に
（
第
七
章
註
六
）
、
き
わ
め
て
妥
当
だ
が
目
安
（
近
似
）
で
し

か
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
注
意
す
べ
き
か
ら
く
り
は
、
デ
ー
タ
提
示
方
法
だ
け
で
は
な

い
。
考
古
学
で
は
、
土
の
中
か
ら
出
て
く
る
時
の
そ
の
出
土
状
況
情
報
こ
そ

重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
資
料
が
ど
ん
な
性
格
の
遺
跡
の
い
つ
の
地
層

か
ら
ど
ん
な
状
態
で
他
の
ど
う
い
つ
だ
遺
物
と
共
に
出
土
し
た
の
か
、
と
い

う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
そ
の
後
の
解
釈
の
解
像
度
や
信
頼
度
の
鍵
を
握
る
。
上

記
の
貨
幣
使
用
を
示
す
グ
ラ
フ
（
図
五
－
九
）
作
成
の
た
め
の
資
料
操
作
で

は
、
著
者
が
、
貨
幣
は
正
確
な
年
代
を
与
え
ら
れ
る
し
注
目
さ
れ
る
故
に
数
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評書

量
は
詳
細
に
報
告
さ
れ
る
が
ど
の
時
期
に
ど
れ
だ
け
貨
幣
経
済
が
浸
透
し
て

い
た
の
か
を
把
握
す
る
の
は
実
は
難
し
い
（
一
七
二
～
一
七
三
頁
）
、
と
解

説
し
た
通
り
、
提
示
デ
ー
タ
の
来
歴
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
著
者
は
、
貨

幣
使
用
を
考
察
す
る
に
は
埋
納
遺
構
（
7
0
貧
α
）
の
出
土
品
よ
り
も
遣
物
包

含
層
出
土
品
（
ω
〇
四
け
け
Φ
「
Φ
α
　
⇔
口
画
ω
）
の
ほ
う
が
よ
い
と
説
く
が
（
第
五
章
註

三
七
）
、
そ
も
そ
も
貨
幣
の
出
土
層
位
年
代
が
造
幣
年
代
よ
り
ど
れ
ほ
ど
新

し
い
時
期
ま
で
を
含
む
の
か
、
そ
こ
が
問
わ
れ
る
。
こ
の
図
に
グ
ラ
フ
化
さ

れ
て
い
な
い
ブ
リ
テ
ン
島
の
テ
ィ
ン
タ
ジ
ェ
ル
で
、
ロ
ー
マ
期
の
活
動
は
低

調
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ロ
ー
マ
が
撤
退
す
る
五
世
紀
初
頭
よ
り
古
く
四

世
紀
後
半
に
発
行
さ
れ
た
貨
幣
が
埋
納
さ
れ
た
双
調
が
見
つ
か
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
遺
跡
の
活
発
な
利
用
が
見
ら
れ
る
ポ
ス
ト
・
ロ
ー
マ
期
の
所

産
で
な
く
、
造
幣
年
代
に
近
い
ロ
ー
マ
期
の
所
産
の
可
能
性
さ
え
指
摘
す
る

（｝

ｵ
〇
～
一
七
一
頁
・
註
三
七
）
。
資
料
解
釈
に
至
る
慎
重
さ
の
一
方
で
、

解
釈
の
恣
意
性
も
垣
問
見
え
る
。

　
以
上
、
考
古
学
者
の
用
い
る
考
古
資
料
そ
の
も
の
の
検
討
は
難
し
く
て
も
、

こ
の
よ
う
に
資
料
の
提
示
方
法
や
来
歴
を
吟
味
す
れ
ば
、
例
え
ば
、
グ
ラ
フ

で
示
さ
れ
た
経
済
複
雑
性
の
概
念
図
（
図
六
－
一
）
に
も
、
縦
軸
の
積
算
根

拠
は
？
と
ト
リ
ッ
ク
に
容
易
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
ま
た
、
考
古
学
的
な
場
面

や
成
果
は
確
か
に
そ
れ
だ
け
で
印
象
的
だ
が
（
図
五
－
～
・
五
・
六
な
ど
）
、

考
古
学
的
成
果
が
前
面
に
出
る
第
二
部
の
三
つ
の
章
題
の
韻
や
ア
ペ
ン
デ
ィ

ク
ス
題
目
の
頭
韻
な
ど
レ
ト
リ
ッ
ク
に
も
気
を
遣
っ
た
り
考
吉
学
の
視
覚
的

効
果
に
訴
え
た
り
し
て
考
古
学
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
心
を
砕
き
過
ぎ
た
か
、

考
吉
学
者
と
し
て
も
硬
鎭
を
積
ん
だ
著
者
は
、
土
器
の
重
要
性
を
説
い
た
後

に
土
器
の
図
面
で
ス
ケ
ー
ル
を
落
と
す
過
失
に
よ
っ
て
（
図
五
－
七
）
、
本

質
的
部
分
で
の
脇
の
甘
さ
を
露
呈
す
る
。
考
古
学
の
利
点
を
再
確
認
す
る
ア

ペ
ン
デ
ィ
ク
ス
に
お
い
て
さ
え
グ
ラ
フ
の
年
代
軸
に
「
0
」
年
を
用
い
た
点

と
も
ど
も
、
考
古
学
の
資
料
や
デ
ー
タ
の
提
示
に
お
い
て
注
意
が
行
き
届
か

な
か
っ
た
こ
と
を
、
残
念
に
思
う
。
遺
跡
や
遺
物
の
図
や
写
真
、
そ
し
て
そ

れ
ら
の
資
料
操
作
を
ま
と
め
る
グ
ラ
フ
な
ど
の
図
表
の
多
用
が
考
古
学
者
ら

し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
な
ら
（
二
八
三
頁
）
、
評
者
は
、
歴
史
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
作
品
に
贈
ら
れ
る
賞
に
輝
い
た
本
書
を
手
に
す
る
読
者
に
、
考
古
学
者

の
注
意
力
や
慎
重
さ
が
過
小
評
価
さ
れ
な
い
か
、
危
惧
す
る
。

　
さ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
代
（
》
p
甑
ρ
巳
昌
）
の
考
古
学
で
は
、
衰
退
と
い

え
ば
、
写
実
的
旧
石
器
絵
画
も
頭
に
浮
か
ぶ
。
そ
の
消
滅
は
、
当
初
は
退
行

と
意
識
さ
れ
も
し
た
が
、
二
〇
世
紀
前
葉
に
経
済
史
観
か
ら
登
場
し
た
新
石

器
革
命
説
が
盛
行
し
、
お
そ
ら
く
写
実
主
義
か
ら
現
代
美
術
へ
と
い
う
美
術

史
的
変
遷
の
影
響
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を
、
文
明
化
を
歩
む
中
で
の
精
神
的
・

心
理
的
世
界
の
変
容
な
い
し
宗
教
的
・
文
化
的
な
移
行
の
よ
う
に
捉
え
る
傾

向
が
強
い
。
そ
れ
故
、
同
じ
古
代
と
い
う
枠
組
み
で
も
そ
の
始
ま
り
で
は
な

く
終
わ
り
（
一
無
①
）
の
研
究
に
お
い
て
、
一
方
で
、
「
特
に
関
心
を
持
っ
て

い
る
の
は
経
済
的
な
変
化
が
日
常
生
活
に
与
え
る
影
響
」
（
一
五
〇
頁
）
で

あ
っ
て
、
「
関
心
の
中
心
で
あ
る
消
費
者
の
観
点
か
ら
」
（
｝
五
九
頁
）
生
産

と
流
通
を
う
か
が
っ
て
、
文
化
・
宗
教
面
の
連
続
性
よ
り
も
経
済
面
の
「
破

局
」
を
議
論
の
基
盤
に
据
え
る
著
者
と
、
も
う
一
方
で
、
経
済
面
の
衰
退
よ

り
も
文
化
・
宗
教
面
の
「
変
容
」
を
重
ん
じ
る
「
古
代
末
期
」
論
者
と
が
対

照
さ
れ
る
状
況
は
、
古
代
と
言
っ
て
も
細
別
時
期
ご
と
に
視
点
や
解
釈
に
違

い
が
あ
り
、
し
か
も
研
究
の
展
開
の
中
で
そ
れ
ら
の
流
行
も
移
り
変
わ
る
こ

と
を
感
じ
さ
せ
、
ひ
い
て
は
時
代
区
分
論
の
意
義
を
考
え
さ
せ
、
そ
れ
は
そ

れ
で
興
味
深
い
。
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ま
た
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
衰
退
に
よ
る
経
済
的
側
面
の
研
究
の
低
調
傾
向

は
、
古
代
末
期
研
究
だ
け
で
な
く
歴
史
学
全
体
の
流
れ
の
よ
う
だ
が
（
二
六

〇
頁
）
、
考
古
学
で
も
や
や
遅
れ
て
似
た
動
き
が
あ
る
。
特
に
ア
ン
グ
ロ
ア

メ
リ
カ
ン
世
界
で
は
、
経
済
や
普
遍
性
を
重
視
す
る
と
共
に
客
観
性
を
求
め

デ
ー
タ
の
数
量
的
提
示
や
定
景
分
析
を
進
め
た
プ
ロ
セ
ス
考
古
学
が
、
八
○

年
代
以
来
、
観
念
や
一
回
性
を
重
視
し
当
事
者
個
人
の
主
観
や
第
三
者
の
解

釈
多
様
性
を
説
く
ポ
ス
ト
プ
ロ
セ
ス
考
古
学
に
強
く
批
判
さ
れ
た
。
そ
れ
故
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
学
界
に
あ
っ
て
も
敢
え
て
「
文
明
」
の
語
を
持
ち
出

し
て
文
化
に
は
洗
練
度
の
違
い
が
存
在
す
る
と
公
言
し
（
二
五
五
～
二
六
六

頁
）
、
西
洋
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
古
典
古
代
の
快
適
さ
（
第

四
～
六
章
）
を
再
確
認
さ
せ
る
著
者
の
論
調
に
、
評
者
も
、
「
今
な
ぜ
？
」

の
疑
問
を
拭
え
な
い
。
特
に
、
ス
カ
ー
フ
禁
止
法
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
て
し

ま
っ
た
本
書
に
見
え
隠
れ
す
る
新
保
守
的
傾
向
は
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
に
よ
る

征
服
と
ア
ラ
ブ
人
に
よ
る
征
服
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化
の
相

違
に
関
す
る
議
論
（
第
四
章
末
）
に
限
ら
ず
と
も
、
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
。

不
安
は
、
我
が
国
に
目
を
向
け
て
も
同
様
で
、
究
極
的
に
は
地
理
環
境
決
定

論
に
読
め
て
し
ま
う
衰
亡
の
素
因
の
理
解
は
（
第
三
章
末
）
、
「
三
・
一
一
」

後
の
復
興
が
遅
れ
て
い
る
中
で
訳
書
が
登
場
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
歴
史
研

究
に
関
わ
る
一
人
と
し
て
気
ま
ず
さ
も
感
じ
る
。

　
歴
史
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
に
は
少
々
酷
か
も
し
れ
な
い
こ
の
書
評
は
、

評
者
の
深
読
み
に
よ
る
苦
言
と
杞
憂
の
産
物
な
の
か
。
確
認
の
た
め
に
も
、

大
変
読
み
や
す
い
本
書
の
こ
　
読
を
お
勧
め
し
た
い
。

　
四
頁
、
工
〇
一
〇
年
。

②
例
え
ば
、
南
川
高
志
編
「
ロ
ー
マ
帝
国
の
「
衰
亡
」
と
は
何
か
」
『
西
洋
史
学
』

　
一
＝
二
四
口
写
、
　
∴
ハ
一
一
七
一
二
百
ハ
、
　
二
〇
〇
九
年
。

③
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
噸
古
代
宋
期
の
世
界
㎞
（
宮
島
直
機
訳
）
、
刀
水
書
房
、

　
二
〇
〇
二
年
、
全
二
四
四
頁
。

④
前
掲
註
①
文
献
の
四
三
頁
。

⑤
ケ
ヴ
イ
ン
・
グ
リ
ー
ン
鯛
ロ
ー
マ
経
済
の
考
古
学
』
（
池
ロ
守
・
井
上
秀
太
郎

　
訳
）
、
平
凡
社
、
～
九
九
九
年
、
全
四
三
四
頁
。
こ
の
文
献
の
二
六
頁
が
該
当
箇

　
所
。

⑥
ゆ
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三
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雲
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§
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〉
‘
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℃
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時
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諺
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。
巳
刈
込
9
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竃
（
①
熊
ω
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）
ト
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恥

　
臥
ミ
§
職
竜
㌧
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篭
§
越
§
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触
§
§
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蚕
三
唱
へ
駅
ふ
0
9
（
竈
鳴
9
ミ
ミ
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≧
§
§
牌
き
師
。
塗
ミ
S
亀
O
欝
σ
「
置
ぴ
q
①
”
O
§
び
甑
α
α
q
㊦
q
尊
く
興
ω
剛
蔓
℃
冨
ω
ω
も
b
’

　
認
早
ω
O
一
・
こ
の
文
献
の
三
五
六
頁
の
図
一
四
が
該
当
箇
所
。

⑦
例
え
ば
、
次
山
淳
「
古
墳
出
現
期
の
社
会
と
土
器
の
移
動
」
魍
史
林
』
第
九
七

　
巻
第
　
号
、
七
↓
二
五
頁
、
二
〇
一
四
年
。
こ
の
文
献
の
一
八
～
二
三
頁
が
該
当

　
箇
所
。

（
B
6
判
　
二
八
六
＋
四
九
頁
　
二
〇
一
四
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
白
水
社
　
二
三
三
三
〇
〇
円
）

　
　
（
京
都
大
学
文
化
財
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
）
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①
南
雲
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「
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」
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ぐ
る
～
動
向
1
い
鼻
①

　
い
碧
選
と
門
古
代
宋
期
考
古
学
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i
」
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代
史
年
報
』
第
八
号
、
二
九
－
四


